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① 理事会・評議員会の開催 

理事会、評議員会や役職員研修を開催し、市民が参加協力して地域福祉を推進する団体

である社会福祉協議会を運営し、協議し合う機会をつくった。 
 

理事会  （第６５回～６８回） ４回開催 

評議員会 （第６１回～６４回） ４回開催 

監査会             １回開催   
 

② 会員会費募集 

新型コロナウイルス感染拡大の状況を鑑み、推進月間を設けず、９月より募集を開始し

た。地域福祉充実のための財源として活用した。 

 正会員実積   個人会員数   ８３６名  金額 ８３６，０００円 

         組織・団体・法人 ８３団体    ４１５，０００円 
  

 賛助会員実積  個人会員数 ３，５３１名   １，８８８，３６０円 

        企業・団体   ２１４団体    ７８８，０００円 

      総額  ３，９２７，３６０円  
 

③ 第３次能美市地域福祉活動計画の推進(３年目)  

多くの市民の参加と協力を得て、第３次能美市地域福祉活動計画 （２０１８年～２０２２年）の３年

目を推進した。 
 

第３次計画を推進する２委員会  

○ 推進する２つの委員会・・・２０回開催（各 10 回） 

・こころに寄り添い合う人づくり委員会  

・見守り・助け合い推進委員会  
 

第３次計画こころ豊かな地域づくりの会、評価委員会  

○ こころ豊かな地域づくりの会・・・４回開催 

○ 評価委員会・・・２回開催 (初回のみこころ豊かな地域づくりの会と合同開催) 
  

※市民への報告の機会・・・「春 まち ぽかぽか プロジェクト」 （5 頁掲載） 

２月２１日(日)～２月２８日(日)の間、第３次計画に関する報告の機会として４プログ

ラムを実施した。新型コロナウイルス感染拡大防止に配慮し、規模を縮小して開催。) 

感染予防対策をとり、会場定員を設置。４プログラムの参加者は１８５人 
 

④ 広報誌の発行やホームページ運営等による情報発信 

社協広報誌「ほほえみ」の発行（年４回）やホームページを運営し、地域福祉活動やボ

ランティア活動の啓発と情報を発信した。 
 

・第６０号（ ６月１日発行）・ ・ ・ 令 和 ２ 年 度 事 業 計 画 ・ 会 計 収 支 予 算 他  

・第６１号（ ９月１日発行）・ ・ ・ 令和元年度事業報告・収支決算、社会福祉法人連絡会設立総会他 

・第６２号（１２月１日発行）・ ・ ・ 能 美 市 社 会 福 祉 大 会 、 石 川 県 社 会 福 祉 大 会 他  

・第６３号（ ３月１日発行）・ ・ ・ 歳 末 お 見 舞 金 贈 呈 、  

心 配 ご と 相 談 所 相 談 員 研 修 会 他  
 

能美市社会福祉協議会誕生１５周年記念 地域福祉推進 

マスコット「のみんちゃん」をリニューアル。 
 

地 域 福 祉 推 進 の マ ス コ ッ ト で あ る “ の み ん ち ゃ ん ” の 着 ぐ る み を 、  

能 美 市 社 会 福 祉 協 議 会 誕 生 15 周 年 を 記 念 し 、 今 年 度 、 新 し く 製 作 し た 。  

ⅠⅠ  市市民民のの参参加加とと協協力力をを得得たた組組織織運運営営  
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市 社 協 伴 場 会 長 か ら 受 賞 者 の 方 へ 、

表 彰 状 と 副 賞 を 贈 呈 し ま し た 。  

【「能美たすかったわ～大賞」「“きらり★福祉の魅力”フォトコンテスト」の表彰式、車イス贈呈式】  

２月２８日(日) 1３時 30 分～ 寺井地区公民館 

＊「能美たすかったわ～大賞」応募総数４７９作品（一般９６作品 小学生の部３８３作品） 

大  賞    兼子 ふみえ 様 （金剛寺町） (敬称略) 

作品 『東京から移住しての大寒波。外国人技能実習生が雪掻きボランティアで助け
てくれました。コロナで帰国も叶わず見知らぬ土地で不安を抱える彼らと自
分を重ね、私もいつか石川県人とし困った人を支えたいと誓いました。』 

 

一般の部  優秀賞  北 眞由美 （金剛寺町）  

〃  中橋 侑来 （根上中学校 2 年） 

〃  三道山子ども食堂 （三道山町） 
 

小学生の部 優秀賞 田森 心菜 （ 辰口中央小学校 ４年） 

〃  中西 潤愛 （ 辰口中央小学校 ６年） 

〃  小西 慎飛 （粟生小学校 ２年） 

〃  野村 紗楽 （寺井小学校 ５年） 

〃  池田  千紘 （浜小学校   ４年） 
 

＊「“きらり★福祉の魅力”フォトコンテスト」応募総数５３作品 

最優秀賞 社会福祉法人喜峰会特別養護老人ホームボニュール根上苑（下ノ江町）   

小林 彩希  作品名「メリークリスマス」 

優 秀 賞 特定非営利活動法人 WiWi キッズクラブ（下開発町） 

南出 彩乃  作品名「青空に一言」  

社会福祉法人陽翠水 介護老人保健施設 陽翠の里（緑が丘）   

橋本  明恵  作品名「脱穀」 

 

 

 

 

 

 

 
 

＊「プルタブを換金した福祉用具」贈呈式  

  （株）たから海福祉会 デイサービスちいちの華 （ 能 美 市 三 ツ 屋 町 ９ ６ ）   

  

地地域域福福祉祉のの つつどどいい  

～ with コ ロ ナ  い ま こ そ

み ん な で 助 け 合 う 地 域 の

ふ く し ～  

※春まちぽかぽか 

プロジェクト最終日 

 

※ 第第 33 次次 能能 美美 市市 地地 域域 福福

祉祉 活活 動動 計計 画画 のの 報報 告告 会会 とと

しし てて 開開 催催  

 

 

２月２８日 

（日） 

寺井地区 

公民館 

 

 

９４名 

 

 

 

 

第 ３ 次 能 美 市 地 域 福 祉 活 動 計 画 の ３ 年 目 と し て 、
春 ま ち ぽ か ぽ か プ ロ ジ ェ ク ト で は 、 コ ロ ナ 禍 で 日
常 生 活 が 困 難 な 今 だ か ら こ そ 、 み ん な で 助 け 合 う
地 域 の 福 祉 を 考 え る 機 会 と し た 。  
 
★ 講 演 「 新 型 コ ロ ナ ワ ク チ ン に つ い て 」  

講 師 ： 能 美 市 医 師 会  会 長  木 田 泰 弘 氏   
 

★ 根 上 中 学 校 吹 奏 楽 部 に よ る ビ デ オ 録 画 で の 演 奏  
 
★ ２ 委 員 会 か ら の 報 告   
・ こころに寄り添い合う人づくり委員会 津田康則 副委員長  
・ 見守り･助け合い推進委員会  藤田珠美 委員長 
 
★ メ ッ セ ー ジ 発 信  
・こ こ ろ 豊 か な 地 域 づ く り の 会  栗 山 よ し み  会 長  
「 コ ロ ナ 禍 の 暮 ら し の 中 で 不 自 由 が あ っ て も 工 夫

し 、 お 互 い を 思 い や り 助 け た り 助 け ら れ た り し
な が ら み ん な で “ つ な が り ” 支 え 合 っ て い く こ
と が で き る 能 美 市 に し ま し ょ う 」 と メ ッ セ ー ジ
を 発 信 し た 。  
 
 

 

「 脱 穀 」  「 青 空 に 一 言 」  「 メ リ ー ク リ ス マ ス 」  
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⑥ 交流を中心としたふれあい福祉事業 

交 流 を 中 心 と し た ふ れ あ い 福 祉 事 業 や 福 祉 専 門 職 の 資 質 向 上 の た め の 交 流 研 修 を 実 施

し、地域における「福祉意識」を盛り上げると共に、専門職の力を地域で活かすように働

きかけた。 

１ 

聴覚に障がいのある方のつどい 

「福耳ネット」 

 

※ 耳 が 聞 こ え に く い 方 の つ ど い の

場と、仲間づくりの活動を支援 

年 間 1０ 回  

第 ４ 水 曜 日  

 

寺 井 地 区  

公 民 館  

 

１ ５ 名 （ 会 員 ）  

延 べ 53 名  

障害者サービスについての情報交換 

「手話サークルめだか」が協力 

 

 

 

 

２  

視覚に障がいのある方のつどい 

「ぬくもりサロン」 

 

※視覚に障がいのある方のつどい

の場と、仲間づくりの活動を 

支援 

①  10 月 7 日 (水 ) 

ふ れ あ い プ ラ ザ  

７ 名  

② 1０ 月 30 日 (金 ) 

ふ れ あ い プ ラ ザ  

7 名  

③ 1１ 月 30 日 (月 ) 

ふ れ あ い プ ラ ザ  

5 名  

④ 1２ 月 25 日 (金 ) 

辰 口 福 祉 会 館  

5 名  

交流や障害者サービスにかかる 

情報交換 

「ボランティアほおずき」が協力 

３ 

 

こころに寄り添い合う 

人づくり講座 
 

※「こころに寄り添い合う人づく

り委員会」が主催 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 月 ２ ３ 日（ 火・祝 ）

ふ れ あ い プ ラ ザ  

３ １ 名  

 

 

 

障害のある方への理解を深め“相手

のことを思 い”“気持 ちに寄り添 っ

た”関わり方を考えてもらう機会と  

して開催 

 

※ふれあい福祉交流会は、新型コロナウイルス感染拡大防止のために中止した。 
 

⑦ 福祉団体や福祉活動グループの活動支援 

福祉団体、福祉活動グループの組織活動を支援し、市民や団体の会員相互のふれあい交

流事業や福祉のまちづくり活動への働きかけ、福祉意識の醸成を図った。 
 

 

・老人クラブ連合会の支援（市連合会と３支部の事務局担当） 

・身体障害者福祉協議会の支援（市協議会と３支部の事務局担当） 

・母子寡婦福祉連合会の支援（事務局担当） 

・民生委員児童委員協議会の支援（市協議会と３地区の事務局担当）  

・フードドライブ連絡会の支援（事務局担当 13 頁掲載） 

・まだまだ元気な高齢者サポートグループ「ほがらか会」の支援 (事務局担当) 

市民提案型協働事業として、根上・寺井・辰口地区ごとに毎週 1 回少し虚弱な高

齢 者 の ミ ニ デ イ サ ー ビ ス を 実 施 し て い る 地 域 の ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プ ま だ ま だ元気

な高齢者サポートグループ「ほがらか会」の活動を支援しています。 
 

会 場 （ 開 催 曜 日 ）  開 催 数  利 用 者 数 (延 べ) ボランティア数(延べ) 場 所  

根 上 会 場（ 毎 週 木 ） ３ ３ 回  １ ２ ２ 名  １ ３ ５ 名  老 人 福 祉 セ ン タ ー 「 白 寿 会 館 」  

寺 井 会 場（ 毎 週 金 ） ３ ８ 回  １ ６ ４ 名  ７ ９ 名  寺 井 老 人 福 祉 セ ン タ ー ｢亀 齢 荘 ｣ 

辰 口 会 場（ 毎 週 火 ） ４ ０ 回  １ ５ ９ 名  ８ ４ 名  辰 口 福 祉 会 館  

合 計  １ １ １ 回  ４ ４ ５ 名  ２ ９ ８ 名   

 

軽 体 操 を し な

が ら 、交 流 を し

ま し た 。  

か が や き 姉 妹 の

み な さ ん と 交 流

し な が ら 、 楽 し

い 時 間 を 過 ご し

ま し た 。  

※（ 5 頁 掲 載 ）「 春  ま ち  ぽ か ぽ か  プ ロ ジ ェ ク ト 」

に お い て 開 催 。  
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 ・のみ社会福祉法人連絡会の支援（事務局担当） 
 

７月９日(木)「のみ社会福祉法人連絡会」設立総会  
 

市内の８法人が地域課題の改善・解決を 

めざす地域福祉の担い手として連携・協働 

していく仕組みとして設立された。 
 

・隔月 幹事会実施 福祉教育の協力、 

福祉の魅力発信、職員研修を検討 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

きらり★福祉の魅力フォトコンテストやジュニアボランティアクラブ活動に協力 

  春まちぽかぽかプロジェクト協賛「パネル展示」に協力し情報発信。 

職員研修「視野を広げてつながろう!」を実施し、交流を深めた。 
 

⑧ 愛の福祉基金 

市民の善意による寄付を愛の福祉基金として積み立てた。 
 

７件  総額９０，２５９円 

 

 

 
 

 

 

 

⑨見守りネットワークの構築  

⑨-1  地域福祉委員会の活動支援 
市内では各町会・町内会単位で地域・地区福祉委員会が設置され、一人暮らし高齢者や

障がいのある人など、支援を必要とする人が安心して暮らせるように、地域住民で見守り、

支援する活動を行っています。社会福祉協議会では、地域福祉委員会活動ヒント探し講座

を開催し、地域・地区福祉委員会の活動を支援しています。 

 

①地域・地区福祉委員会への活動支援 設置数……９１ヶ所 

根上地区設置数・・・２１ヶ所     

寺井地区設置数・・・２３ヶ所 

辰口地区設置数・・・４７ヶ所  地地域域・・地地区区福福祉祉委委員員会会開開催催回回数数    ４４６６４４回回  
 

②各町会・町内会にコミュニティソーシャルワーカー（ＣＳＷ）を配置し、連絡・調整

等の支援をすすめた。 

各各地地域域・・地地区区福福祉祉委委員員会会へへ職職員員がが出出向向いいたた回回数数   １１００５５回回 
 

 ③各町会・町内会との関係性が希薄である市営住宅等については、ＣＳＷが「市・見守

りあんしんマップ」調査時に民生委員・児童委員と共に同行訪問し、その後の見守り

が必要とされた世帯には、継続的に訪問し、連絡をとり合った。また、地域・地区福

祉委員会や民生委員・児童委員と連携し、生活困窮など地域住民が気に掛ける世帯に

対して、歳末見舞金の手渡しの機会に訪問し、状況を確認した。さらに、今後の連絡

相談相手となるべく関係づくりを進めた。 

                 ＣＣＳＳＷＷのの世世帯帯へへのの訪訪問問、、連連絡絡回回数数      １１３３１１回回 

ⅢⅢ    地地域域のの支支ええ合合いい体体制制づづくくりりのの推推進進  

（ 平 成 ２ ８ 年 度 に 市 内 全 町 (内 )会 に 設 置 さ れ ま し た 。）  

○ 設 立 趣 意 書 の 署 名 調 印 式 終 了 後 の 記 念 撮 影  (写 真 右 よ り )(敬 称 略 )  
 

社 会 福 祉 法 人 佛 子 園      理 事 長     雄 谷 良 成  

社 会 福 祉 法 人 陽 翠 水      理 事 長     仲 井 培 雄  (連 絡 会 副 会 長 ) 

社 会 福 祉 法 人 喜 峰 会      理 事 長     森  紀 喜  

社 会 福 祉 法 人 湯 寿 会      理 事 長     前 田 英 夫  (連 絡 会 会 長 ) 

社 会 福 祉 法 人 な ご み の 郷   理 事 長      荒 田  稔  (連 絡 会 副 会 長 ) 

社 会 福 祉 法 人 泰 耀       理 事 長     木 田 泰 弘  (連 絡 会 監 事 ) 

社 会 福 祉 法 人 南 陽 園      理 事 長     表   修 司  (代 理  専 務  表  是 男 ) 

社 会 福 祉 法 人 能 美 市 社 会 福 祉 協 議 会 会 長  伴 場 博 夫  (連 絡 会 監 事 ) 
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活活動動推推進進

会会議議  

  
（（ 全全 ２２ 回回 ））   

★活動推進会議指定地域・地区福祉委員会の他、全地域・地区福祉委員会に参加

を呼掛けた。 

①地域福祉委員会活動連絡会の開催 

町会・町内会長を筆頭に、地域福祉委員会関係者に対し、地域福祉活動につい

ての理解促進を図り、地域での見守り・助け合い活動が充実することを目的と

して、市・町会連合会と共催し「地域福祉委員会活動連絡会」を開催した。 
 

実施日時：令和２年７月２８日(火)～31 日（金）午後７時３０分～９時 

実施会場：根上総合文化会館・寺井地区公民館・辰口福祉会館 

内  容：能美市における地域福祉委員会の取組み 

について工夫して活動している事例を紹介 

し、理解を深める。 
 

※With コロナの今だから、できることを考えました。 

参 加 者：１８９名 
 
 

②地域福祉セミナーの開催  

「見守り・助け合い推進委員会」が主催 

 実施日時：令和 2 月 2１日（日）午前 1０時 1０分～1２時 

実施会場：寺井地区公民館 ２階 大ホール 

内  容：地域共生社会の実現と地域福祉委員会の見守り・助け合い活動 

についての理解を深める。 

参 加 者：６０名 

・基調講演：今できる地域の見守り・助け合い『つながるためにできること』 

 講  師：井岡 仁志 氏（ローカリズム・ラボ代表） 
 

※ （ 5 頁 掲 載 ）「 春  ま ち  ぽ か ぽ か  プ ロ ジ ェ ク ト 」 に お い て 合 同 開 催 。  
  

 

 

⑨-2 福祉推進員及び福祉推進員連絡会の活動支援 
福祉推進員の各地区代表者により設置している、福祉推進員連絡会において研修の機会を

企画し、その活動を支援した。 
 

【福祉推進員：根上地区３３名 寺井地区４４名 辰口地区５１名 計１２８名】 
 

・安心の見守りにつなげるスマホ活用講座 LINE アプリ編 全２回 参加者４１名  
高齢者等の地域の見守りに際して、住民同士がつながり合い、状況確認や安否確認が

できるよう、安全面にも配慮するスマートフォンの技能習得のために開催。 

日  時 ： ２月２６日（金） 午前の部 １０時～１１時３０分 

                        午後の部  １３時３０分～１５時 

会  場 ： ふれあいプラザ  第１会議室 
 

・福祉推進員連絡会 2 回（研修企画） ※ い き い き サ ロ ン ボ ラ ン テ ィ ア 研 修 会 と 合 同 開 催 。  
 

⑨-3  いきいきサロン等の活動支援 
町会・町内会単位で行われている高齢者等の閉じこもり予防や見守りの集い、いきいき

サロン等の活動費の助成や研修会の開催、講師を紹介するなど、必要な支援を行った。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※ い き い き サ ロ ン ボ ラ ン テ ィ ア 研 修 会 は 、 福 祉 推 進 員 研 修 会 と 合 同 開 催 。  

根根上上地地区区              設置数 ２０           開催回数 ８８回 

            延べ参加者数           １，５５４名 

延べボランティア数          ５１９名  

寺寺井井地地区区              設置数 ２２            開催回数２８０回 

             延べ参加者数              ３，０４５名 

延べボランティア数           ８４７名  

辰辰口口地地区区              設置数 ３７            開催回数１４１回 

           延べ参加者数            １，８０４名 

延べボランティア数          １３６名  

いいききいいききササロロンン等等活活動動費費のの助助成成総総額額   ２，６５６，６００円  

                         （財源は、市社会福祉協議会会員会費）       
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⑨-4   一人暮らし高齢者昼食会・おでかけサロンの活動支援 

一 人 暮 ら し 高 齢 者 の 社 会 参 加 の 外 出 の 機 会 と し て 、 地 域 (地 区 )福 祉 委 員 会 等 が 実 施 す る

「一人暮らし高齢者昼食会」及び「おでかけサロン」に対し、その費用の一部を助成した。 

 

⑨-5  ふれあい弁当の実施 

ボランティアが調理した手づくり弁当を一人暮らし高齢者等に届け、ふれあいながら 

安否確認の声かけなどを行った。 
 

 

 

【対 象 者】満６５歳以上一人暮らし高齢者等 

【利 用 料】１食２００円 

【利用回数】１名につき、月２回まで利用可 
 

 

       ※新型コロナウイルス感染拡大防止のために、全 67 回のうち 10 回中止 。 

 
 

・調理ボランティアの感謝のつどいの開催 

コロナ禍の影響により、長年続けてきましたボランティアによる、ふれあい弁当の 

調理を令 和２年９ 月で終了 したこと をうけ、 これまで 調理に携 わられた 調理ボランテ

ィアグループの方々を対象に、皆で活動を振り返る『感謝のつどい』を開催した。 

また、令和３年度から、市内の社会福祉法人との 

連携で弁当調理をすすめるにあたり、その引継ぎの 

機会として、５社会福祉法人にも参加していただき 

ました。各法人からは、「ボランティアの皆さんの 

思いを大切に継承していく」と力強く言われました。 

 

実施日時：令和３年３月１７日（水）１０時から１１時 

実施会場：寺井地区公民館 大ホール 

参 加 者：３９名  

事業名 助成額 
実施町会・町内会 

（開催回数） 
参加者数 

一人暮らし高齢者昼食会 
対象者１名あたり 

７００円を助成 
３０町会・町内会 ３００名 

おでかけサロン  
1 町会・町内会 

６，５００円を助成 

７町会・町内会 

（８回） 

延べ１４０名 

             月２回（第２・４金曜日） １８回 

根上地区     利用実人数        １４名  延べ提供食数 １９４食 

延べ協力ボランティア数 １６２名 

              月２回（第１・３水曜日） ２１回 

寺井地区     利用実人数        ２２名  延べ提供食数 ４１１食 

延べ協力ボランティア数  １８５名 

               月２回（第２・４火曜日） １８回 

辰口地区         利用実人数        ２２名  延べ提供食数 ３０８食 

延べ協力ボランティア数  ２４９名 

・中学生のボランティア活動として弁当配達によるふれあい訪問は、コロナウイルス

感染拡大防止のために中止。 
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⑨-6  子育て応援弁当の実施 

産前・産後２ヶ月までの方がいる核家族世帯に対し、主任児童委員が「子育て応援弁当」

を配達し、子育てを地域で応援した。 

【対 象 者】産前と産後２ヶ月までのママとその家族（原則 核家族で祖父母等の支援を受けられない方） 

【利用回数】第１・３水曜日、第２・４火曜日、第２・４金曜日 毎月６回（年間３４回） 

原則１世帯３食まで 

【利 用 料】１食２５０円 ３食目３５０円 

・利用実績   延べ提供食数         ４５０食 

          利用実人数           ２９名 

※新型コロナウイルス感染拡大防止のために、全 67 回のうち 10 回中止。 
 

 

⑨-7  学習応援弁当の実施 
 小学 4・５・6 年生、中学 3 年生の夏休みの機会にあわせて、学習支援のために 

手作り弁当を渡し応援した。 

【利用回数】８月１２日（水）、１９日（水）   

・利用実績   延べ提供食数          １２食 

          利用実人数          １２名 

 

⑨-8   産前・産後子育て応援ヘルパーの派遣 
産前の体調不良等または産後間もない時期、家族から援助を受けられない方などに、 

家事または育児の手伝いを行う子育て応援ヘルパーを派遣した。 
 

【対 象 者】 ・産前は、強いつわり、切迫流産、多胎等で安静が必要な方 

・産後２ヶ月までは、希望する方 

            ・産後２ヶ月以降は、育児に不安がある方など 

【内    容】 依頼者の自宅にて、日常生活に必要な簡単な家事・育児についての手伝い 

【利用時間】 ８：３０ ～ １７：００（土日祝日含む） 

利用料 課税世帯 非課税世帯 
※ １  １ 日 の 利 用 は 最 大 ４ 時 間 。  

※ ２  年 末 年 始 12/29～ 1/3 を 除 く 。  最初の 1 時間 600 円 300 円 

30 分毎追加 300 円 150 円 

・利用実人数 ４名（延べ利用日数 ７０日間） 

・子育て応援ヘルパー登録者数 ３３名 
  

  

⑨-9   音訳テープの提供 
音訳ボランティア（音訳ボランティアたんぽぽ）が作成した、広報誌等の音訳テープを、

視覚に障がいのある人に届け、正確な情報の提供に取り組んだ。 
 

  利用者 ４名 各図書館に音訳テープを設置 

・市広報誌「広報のみ」 ・市議会だより「のみだより」 ・社協広報誌「ほほえみ」 
 

⑨-10  傾聴ボランティアの派遣と活動支援 
一人暮らし等の高齢者の地域での孤立を防ぐため、傾聴ボランティアが高齢者の自宅へ

訪問し、話を聞くことで安心感を持ってもらう。 
 

・傾聴ボランティアを高齢者宅へ派遣 

【対 象 者】６名 (一人暮らし又は日中独居の高齢者)  

【訪問回数】年間２５回 (月１回を基本) 
※ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 防 止 の た め 、 ４ 、 ５ 月 は 訪 問 を 中 止 し た 。  

【実施場所】対象者の自宅 

・傾聴ボランティア連絡会「うなづき」の連絡会と専門研修を 

支援(事務局担当) 

【登 録 者】傾聴手法を学んでいる３２名   

【連 絡 会】年間 ６回(２ヶ月に一回) 内２回は専門研修 

【開催場所】ふれあいプラザ 
※ 連 絡 会 ６ 回 の 内 、 第 １ 回 （ ５ 月 ） は 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 防 止 の た め 中 止 し た 。  

“ 傾 聴 ” に 役 立 つ 専 門 研 修 を  

し ま し た 。  
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⑨-11 能美市民防災ネットワークの活動支援 

町会・町内会や壮年団、婦人会、民生委員・児童委員、ボランティア、郵便局、防災士

などが集まり、災害時において各団体が地域の課題や被災状況等の情報共有を図り、被災

者への支援活動を円滑にすすめる為に、平常時から情報交換や、連携を深めることを目的

とする「能美市民防災ネットワーク」の活動を支援した。 
 

 

【委員会】６回 

  

・委員のスキルアップ研修会を実施 

 
※ 市 民 向 け 研 修 会 を 企 画 し 開 催 を 予 定 し て い た が 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 防 止 の た め 中 止 し た 。 
 

⑨-12 歳末時のお見舞金の贈呈 

歳末時に、あたたかい正月を迎えてもらうために、民生委員・児童委員の協力を得てお

見舞金を贈呈した。また、毎月実施している「ふれあい弁当」の 1 月分のお弁当に福梅も

添え、利用者にお正月の雰囲気を味わっていただいた。 
 

【対 象 者】市内在住の生活困窮者や施設入所者等（生保受給者は除く） 

【実施期日】１２月１１日～１２月３１日 

【贈呈実積と総額】３１１件   １，５５５，０００円 （一律５，０００円） 

【財  源】共同募金 
 

⑩  生活支援体制の基盤整備と生活支援の取り組み 

⑩-１  生活支援コーディネーターの配置 

   地域のおける生活課題の把握を行ない、課題解決に向けたネットワークや社会資源の構

築を目的に、生活支援コーディネーターを７名配置。 

     ・第１層生活支援コーディネーター（市全域）     １名 

     ・第２層生活支援コーディネーター（中学校区） 各２名

【第 1･2 層 生 活 支 援 コ ー デ ィ ネ ー タ ー 会 議】   3 回  

【地区別 2 層生活支援コーディネーター会議】 全 24 回 

⑩-２  つなぐ号貸出事業の実施(買い物・外出支援活動の支援) 

町会(地域福祉委員会) の買い物・外出支援の活動を対象に、能美市商工女性まちづくり 

研究会所有の 8 人乗り乗用車を本会が借受け、貸出事業を開始した。(令和元年度より実施) 

【貸 出 先】粟生町、緑が丘、下開発町 

【貸 出 実 績】  ５９ 回 

【延べ利用者】 １２５ 名 

⑩-３  フードドライブの実施とフードドライブ連絡会の設立・活動支援 

生活困窮や支援を必要な子育て世帯等への支援としてフードドライブを実施した。ご寄付 

いただいた食品は、支援を必要としている方や子ども食堂へお渡しした。 
 

【実施回数】 ４回   【 実績 】 
 

 

 

 

回 数  実 施 日  個 数 (個 ) 重 さ (㎏ ) 

1 6/6(土 )、 6/7(日 ) 2,628 581 

２  9/26(土 )、 9/27 (日 ) 937 417 

３  12/12(土 )、 12/13(日 ) 606 435 

４  R3. 2/28(日 ) 896 385 

―13―  
※ （ 5 頁 掲 載 ） 2/28(日 )は 、「 春  ま ち  ぽ か ぽ か  プ ロ ジ ェ ク ト 」 に お い て 開 催 。  
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町会・町内会や壮年団、婦人会、民生委員・児童委員、ボランティア、郵便局、防災士

などが集まり、災害時において各団体が地域の課題や被災状況等の情報共有を図り、被災

者への支援活動を円滑にすすめる為に、平常時から情報交換や、連携を深めることを目的

とする「能美市民防災ネットワーク」の活動を支援した。 
 

 

【委員会】６回 

  

・委員のスキルアップ研修会を実施 

 
※ 市 民 向 け 研 修 会 を 企 画 し 開 催 を 予 定 し て い た が 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 防 止 の た め 中 止 し た 。 
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見舞金を贈呈した。また、毎月実施している「ふれあい弁当」の 1 月分のお弁当に福梅も

添え、利用者にお正月の雰囲気を味わっていただいた。 
 

【対 象 者】市内在住の生活困窮者や施設入所者等（生保受給者は除く） 

【実施期日】１２月１１日～１２月３１日 

【贈呈実積と総額】３１１件   １，５５５，０００円 （一律５，０００円） 

【財  源】共同募金 
 

⑩  生活支援体制の基盤整備と生活支援の取り組み 

⑩-１  生活支援コーディネーターの配置 

   地域のおける生活課題の把握を行ない、課題解決に向けたネットワークや社会資源の構

築を目的に、生活支援コーディネーターを７名配置。 

     ・第１層生活支援コーディネーター（市全域）     １名 

     ・第２層生活支援コーディネーター（中学校区） 各２名

【第 1･2 層 生 活 支 援 コ ー デ ィ ネ ー タ ー 会 議】   3 回  

【地区別 2 層生活支援コーディネーター会議】 全 24 回 

⑩-２  つなぐ号貸出事業の実施(買い物・外出支援活動の支援) 

町会(地域福祉委員会) の買い物・外出支援の活動を対象に、能美市商工女性まちづくり 

研究会所有の 8 人乗り乗用車を本会が借受け、貸出事業を開始した。(令和元年度より実施) 

【貸 出 先】粟生町、緑が丘、下開発町 

【貸 出 実 績】  ５９ 回 

【延べ利用者】 １２５ 名 

⑩-３  フードドライブの実施とフードドライブ連絡会の設立・活動支援 

生活困窮や支援を必要な子育て世帯等への支援としてフードドライブを実施した。ご寄付 

いただいた食品は、支援を必要としている方や子ども食堂へお渡しした。 
 

【実施回数】 ４回   【 実績 】 
 

 

 

 

回 数  実 施 日  個 数 (個 ) 重 さ (㎏ ) 

1 6/6(土 )、 6/7(日 ) 2,628 581 

２  9/26(土 )、 9/27 (日 ) 937 417 

３  12/12(土 )、 12/13(日 ) 606 435 

４  R3. 2/28(日 ) 896 385 

―13―  
※ （ 5 頁 掲 載 ） 2/28(日 )は 、「 春  ま ち  ぽ か ぽ か  プ ロ ジ ェ ク ト 」 に お い て 開 催 。  

2,686

─ 13 ─



＊フードドライブの実施により、食品を集める側と受け取る側（市ボランティア連絡協議会

や関係機関、福祉団体、子ども食堂、相談支援事業所等）がつながり、生活支援を必要とす

る方々に適切に食品が届くように、７月に「のみフードドライブ連絡会」を設立した。 

【のみフードドライブ連絡会】 ４回 ７ 月 ２ ７ 日 (月 )、９ 月 ７ 日 (月 )、１ １ 月 ５ 日 (木 )、１ 月 ２ ８ 日 (木 ) 

【取り組みの報告会】  

・実施日時：２月２２日(月) 

 ・実施会場：ふれあいプラザ 第１会議室 

 ・内  容：①「のみフードドライブ連絡会」のしくみと所属団体が生活支援を考える 

取り組みの事例報告。  

②講義：「フードドライブのつながりから生活支援  

そして、共生社会を考えよう！」 

        講師：同志社大学 社会学部 教授 永田 祐氏（オンライン） 

・参 加 者：２８名 

 

 

 

 

 

 
 

 

⑩-４ たすけあい・ライフサポーター活動支援講座の開催 
  住民の力を地域 での活動 に活かし 、高齢者 の日常生 活の困り ごとを助 け合うことを

進めるた めに、地 域の担い 手を養成 した。受 講後は地 域サポー ターとし て登録し、活

動に繋がるようにすることを目的に開催した。 
 

【月 日】 〈第６期〉 講義：令和 3 年 2 月１８日（木）・２２日（月） 
 

【講 義】 総合事業の意義と高齢者の生活支援・介護予防について 

      高齢者の心身の特性と暮らしについて、認知症の理解と対応について 

      利用者への接し方について、実際の生活援助について 

      緊急対応時の心得について、実践に向けての心得について 
 

【受講者】 〈第６期〉４名 
 

 

 

⑪ 同じ立場の方々の支え合いや交流活動の支援 
 

 活  動  名 期 日 会 場 参加者等 

介

護

等

に

関

し

て  

ほほっっととああんんししんんササロロンン  
心の悩みなど、日頃の思いを 

気軽に語り合う場 

※ 能 美 市 介 護 を 考 え る 会 の 協 力

を得て実施 

【財源】共同募金 

９回開催 
毎 月 第 ２ 水 曜 日  

ふ れ あ い プ ラ ザ  ８３名 

子

育

て

に

関

し

て 

親親子子ササロロンン ととママママ友友相相 談談  

就 学 前 の 子 ど も や 、 そ の 親 ・  

祖 父 母 が 気 楽 に つ ど い 、 ふ れ あ い

や 交 流 を 深 め 、 気 軽 に 子 育 て の 相

談などができるサロン 

◎ 地 域 の 公 民 館 等 で 開 催 し 、 地 域

の だ れ も が 参 加 出 来 る 共 生 型 の

サロンを目指す。 

 

【【実実施施回回数数 】】週１回 

※ ス タ ッ フ と し て 有 償 ボ ラ ン テ ィ

アで実施 

根上地区 

水曜日 

40 回 

西二口町 

公民館 

(ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ) 

246 名 

（122 組） 

寺井地区 

木曜日 

36 回 

粟生 

ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 

310 名 

（145 組） 

辰口地区 

火曜日 

37 回 

岩内 

ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 

376 名 

（183 組） 
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⑫ ボランティア・コミュニティ活動支援センターの運営  

ボランティア・コミュニティ活動支援センター事業を市民参画で進めるために、運営委

員１０名による運営委員会を開催した。 
 

 

 

【実施回数】  ３回 ６月２２日(月)、８月３日(月)、２月１５日(月) 
 

 

 

【内  容】 第１回 委嘱状交付式及びボランティア講座・役割の確認 

          第２回 ボランティアグループ及びコミュニティ活動団体活動助成の検討 

          第３回  ボラセンの活動報告及び情報発信の検討 
 

 

※ 「『 喫 茶 “ あ い ・ テ ラ ス ”』 ～ み ん な の ボ ラ セ ン に 気 軽 に 集 お う ！ 」 を 企 画 し 開 催 を 予 定 し て い た が 、 新 型

コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 防 止 の た め 中 止 し た 。  

 

⑫-1 登録・ニーズ受付・相談・斡旋・保険加入 

ボランティアの登録及び相談斡旋をすると共にボランティア活動保険の保険料を助成 し、

その加入を推進した。 
 

 

 

【登録実績】 ９７グループ  ３，５７６名 (全てボランティア活動保険に加入) 
 

 

 

【相談斡旋実績】 

   町 (内 )会  

い き い き

サ ロ ン  

福祉 
施設  

保育 
学校 
関係 

企 業  

団 体  
そ の 他  件数 

１ イベントに関して 3   1 1 5 件  

２  高齢者・障害者への支援に関する活動       0 件 

３ 子育て支援に関する活動      0 件 

４ 福祉教育(地域や学校に出前)に関する活動   ９    ９件  

５  文化・伝承活動に関する活動      0 件 

６ 環境保全活動に関する活動      0 件 

７ 国際交流活動に関する活動      0 件 

８ 防災活動に関する活動      0 件 

９ 健康促進に関する活動    1  1 件  

10 その他の相談     10 10 件  

合  計 3 0 9 2 11 25 件 

 

 

 

【登録一覧】 (活動分野別) 

高 齢 ・ 障 が い の  

あ る 人 の 支 援  

芸 能 生

涯 学 習  
文 化  環 境  

子 育 て

支 援  

国 際  

交 流  

更 生  

保 護  

シ ニ ア  

世 代  
健 康  

防 犯

防 災  
その他 合 計  

2７ 21 8 10 8 2 3 4 5 1 ８ 97 

 

依 頼 先 

ボ ラ ン テ ィ ア 相 談 内 容  
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令和３年3月31日現在

No グループ名 活動の内容

1 介助 ヘルスケアJA根上女性部
福祉施設でのシーツ交換のほか、傾聴ボランティア、各種イベントのお手伝い
をしています。

2 介護・防災 ボランティアほおずき
福祉施設での話し相手、給茶サービス、ビューティケア、救急法、健康生活
支援講習、災害ボランティアの研修などをしています。

3 介助
ＪＡ能美

ボランティアグループ
福祉施設でシーツ交換などの協力をしています。

4 介助 げんきかい
福祉施設でのサポートやアロマハンドマッサージによるふれあい交流をしてい
ます。また、老人クラブの運動会の支援もしています。

5 介助 しらゆり会 福祉施設利用者の理髪やティータイムの手伝いと話し相手等をしています。

6 相談 能美市介護を考える会
会員同士の思いを話し合い、お互いの心の支えとなることや、介護についての
学習の場として学びあうことなどをすすめています。

7 介助 能美市笑いヨガ倶楽部 福祉施設やいきいきサロンで笑いヨガによるふれあい交流をしています。

8 介護・防災
能美市赤十字奉仕団

 チーム２０
地域での認知症についての理解講座や高齢者向けレクリエーション指導をして
います。また、小・中学校での福祉体験学習に協力しています。

9 介護・介助
NPO法人

「たすけ愛」ほっと
地域福祉活動や地域のイベントでの参加者の介助の手伝いをしています。

10 介助・環境 ちぐさグループ
福祉施設や地域のいきいきサロンでのふれあい活動や、環境保護活動として
「ぼかし」の製造販売をしています。

11 介助 寺井民児フレンドサークル
古切手、古木綿布、タオル、石鹸等を収集し施設へ届けています。
イベント応援もしています。

12 介助
まだまだ元気な高齢者

サポートグループ
「ほがらか会」

市民提案型協働事業「ほがらか会」(閉じこもりを防ぐミニデイサービス)を
行っています。

13 配食
ふれあい型配食サービス

ボランティア
一人暮らし高齢者等への夕食弁当の調理・配達をしてふれあい交流をすすめて
います。

14 配食 ちどり会 ふれあい弁当事業の調理配達をしています。

15 配食・食 ささゆり会
地域の伝承料理を学び、その活動を広めながら、ふれあい交流を行っていま
す。随時勉強会を行い、地域のいきいきサロンへも出かけています。

16 配食・食 なごみの会
ふれあい弁当の調理を年４回担当しています。また、ヘルシーなアイデア料理
を調理実習し、福祉イベントにも協力しています。

17 点訳 点訳グループ　双六
点訳友の会に所属して図書の点訳をしています。小・中学校の福祉体験にも
協力しています。

18 音訳
能美市音訳ボランティア

たんぽぽ
３地区の音訳グループが協力して、広報誌を音訳し、テープに録音していま
す。

19 手話 手話サークル　虹 聴覚に障がいのある方々と交流しながら手話の学習をしています。

20 手話 手話サークル　めだか 聴覚に障がいのある方々と交流しながら手話の学習をしています。

21 手話 手話サークル　ゆず 聴覚に障がいのある方々と交流しながら手話の学習をしています。

22 要約筆記
能美要約筆記サークル

みみずく
聴覚に障がいのある方のコミュニケーション支援と社会参加を支援していま
す。研修会や講演会、イベントなどで活動しています。

【【能能美美市市ボボラランンテティィアア・・ココミミュュニニテティィ活活動動支支援援セセンンタターー登登録録ググルルーーププ一一覧覧】】

分野
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23 傾聴
能美市傾聴ボランティア

連絡会　うなづき
傾聴技術を学び、心に寄り添った会話をすることで、高齢者に安心感を与える
ことを目的に訪問活動をしています。

24 作業所支援
ラゼールクラブ
ボランティア

能美市手をつなぐ育成会会員の余暇活動を応援する活動をしています。

25
農耕体験
共生支援

NPO法人　心田開発
ストレスなどによる「心のかぜ」に悩む方に農耕や園芸作業で実感できる
“緑の時間と空間の中”で元気回復を応援しています。

26
高齢・

障害者支援
辰口民生児童委員ＯＢ会 地区内施設の支援活動などをしています。

27 高齢者支援 Lumina
福祉施設やいきいきサロンでハンドトリートメント、メークサービスを行って
います。

28 芸能 能美市郷土芸能保存会 郷土の文化芸能を、子ども達へ引き継ぐ為に、伝承活動をしています。

29 芸能 響の会
歌や踊りでの交流を目的に、福祉施設や地域のいきいきサロンに訪問していま
す。

30 芸能 加賀佐野小町
よさこい踊りを通して、地域の方々に元気を差し上げたい、と活動していま
す。

31 芸能 能美マジック教室
マジックや、歌、踊りなどを通じたふれあい交流を目的に、地域のいきいき
サロン等に訪問しています。

32 芸能 てらい愛唱会 歌で交流することを目的に、福祉施設に訪問しています。

33 芸能 愛凛倶楽部 歌謡と楽器演奏を通したふれあい交流を目的に、福祉施設に訪問しています。

34 芸能 ＫＯＮＯＨＡ ｗｉｎｄｓ 吹奏楽ＯＢが集まり、演奏活動を行っています｡

35 芸能 根上歌謡会
懐かしい歌を楽しみながらふれあい交流を行います。福祉施設や地域の
いきいきサロンに訪問しています。

36 芸能 辰口民謡会
全国各地の民謡と踊りによるふれあい交流を目的に、福祉施設や地域の
いきいきサロンに訪問しています。

37 芸能 長野民舞会
日々、民舞の練習に取り組み、地域のいきいきサロンでの披露を通して、
ふれあい交流を行っています。

38 芸能 歌とマジックの会
歌とマジックを披露するを通して、ふれあい交流を目的に福祉施設や地域の
いきいきサロンに訪問しています。

39 芸能 お笑い演芸会 交流することを目的に、福祉施設などに訪問しています。

40 芸能 ウクレレサークルnomilele ウクレレ演奏を通し、地域の福祉施設やイベントでの活動を行っている。

41 芸能 オカリナ倶楽部九谷の風
オカリナ演奏を通して、仲間づくりと人とのつながりを積極的に行い、地域の
いきいきサロンやイベント等での活動を行っています。

42 芸能
オカリナ倶楽部
九谷まほろば

オカリナ演奏を通して、仲間づくりと人とのつながりを積極的に行い、地域の
いきいきサロンやイベント等での活動を行っています。

43 芸能 ＪＡ根上女性部「雅会」
大正琴の演奏を通して、ふれあい交流を目的に福祉施設や地域のいきいき
サロン、イベントなどに訪問しています。

44 芸能
福祉ボランティア

かがやき姉妹
唄や寸劇を披露しふれあい交流することを目的に、福祉施設や地域の
いきいきサロンを訪問しています。

45 芸能 野花菖蒲たつのくち
民謡、歌謡曲、よさこいソーラン踊りなど、多種ジャンルから選曲し、
イベントでの活動や福祉施設への訪問をしています。

46 芸能 amitie’(アミティエ) ギター演奏と歌を通してイベントでの活動を行っています。

47 芸能 アル・ソーレ
童謡や唱歌を通して、ふれあい交流を目的にイベント会場や福祉施設を訪問
しています。

高
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48 芸能 舞踊集団菊の会
踊りでのふれあい交流を目的に、福祉施設や地域のいきいきサロンに訪問
しています。

49 絵手紙 苺の会
老人クラブの有志で絵手紙を作成しています。また、1ヶ月に２回ふれあい
弁当事業の上掛けの絵作りに協力しています。

50 絵手紙 葉月会
季節を愛でた絵手紙を作成し、高齢者に送っています。また、ふれあい弁当
事業の上掛けの絵作りに協力しています。

51 読み聞かせ えほんファミリー
赤ちゃんから高齢者まで幅広く楽しんでもらえるパネルシアターや
ペープサート等で活動しています。

52 読み聞かせ 家庭文庫おはなしのいえ
「家庭文庫」として自宅を週2回火曜日に開放しています。また、幼児・学童
に児童文学の読み聞かせや人形劇の公演をしています。

53 読み聞かせ さゆりの会 童話や昔話の読み聞かせ活動をしています。

54 読み聞かせ おはなしの会 トゥインクル
活動地域の主婦が集まりお話の読み聞かせ活動をしています。
また、辰口図書館の活動にも参加しています。

55 読み聞かせ 和気小図書ボランティア 和気小学校図書館での本の読み聞かせ活動をしています。

56 読み聞かせ
絵本の時間

ミッフィー倶楽部
市内保育所や宮竹小学校を中心に、絵本の読み聞かせや手遊び、紙芝居の
ふれあい活動をしています。

57 さいさい倶楽部
生ゴミのリサイクルに必要な情報の提供と、ライフスタイルにあったコツや
裏技の工夫を楽しんでいます。

58 高坂・根上町緑を守る会
身近にある山林を守る保全活動を通じて、緑に対する関心を高めることを
すすめています。

59 能美花の会
草花への理解を深めるために、公共花壇の定植、講習会、研修展示会をしてい
ます。

60 いけ花あじさいクラブ
能美根上駅窓口コーナーなどへ、四季折々のいけ花を提供しています。また、
福祉施設に訪問し、フラワーアレンジメントを教えています。

61 むつみ学級 根上地区の公共施設周辺の花壇の整備や清掃美化活動を行っています。

62 エコトライ寺井
環境ボランティア活動として、身近な環境問題の学習と実践活動をしていま
す。

63 ハリンコ保存会
絶滅危惧種「ハリンコ」の保護活動として、生息地や水路の清掃を行い、環境
保護啓発の活動を展開しています。

64 フレンズ
史跡や公共施設周辺の草刈りや樹木整備をしています。また、男性同士の
ふれあい仲間づくりをしています。

65 能美の里山ファン倶楽部
貴重な役割を担う里山の活性化のために、里山地域の住民が考え、広く市民に
里山の魅力をアピールする活動をしています。

66 護美ワーキンググループ
生ゴミを肥料に使う野菜作りの普及や環境問題を中心にした活動をしていま
す。

67 託児グループ リバティfam
イベント時の託児や、能美市ファミリー・サポート・センター、親子サロン
などの見守り活動に協力しています。

68 能美美育ネットワーク
公共施設への花の生け込み活動や、児童作品展の開催、保育園・福祉施設での
美育セミナー（お茶、お花）をしています。

69 能美子ども食堂ネットワーク 食を通して、誰でもが集える場を開催しています。

70 のみ♥子育てネットワーク
地域の子育てを応援する為に、人と人とがつながるきっかけ作りとして年に
数回イベントを開催しています。定例会では、自身の子育てを本音で語り合い
ながらイベントの企画を話し合っています。

71 市民活動団体 みんな食堂
地域交流、世代交流を目的に、手づくり食事会、抹茶教室、学習会（認知症
予防、健康づくり）を行っている。

72 小松おやこ劇場
親子で心豊かに育ちあうことを目指し、舞台鑑賞、研修会、講師を迎えて
おはなし会を行っています。

子育て支援

環境

文
化
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73 三道山子ども食堂 食を通して、誰でもが集える場を目指して活動しています。

74
青空自主保育

おひさまぼっこ
親子で自然とふれあい、親子同士の交流を図り集える場を開催しています。

75 山ぼうしの会
使用済切手や書損じ葉書･ベルマーク等の収集整理活動をし、小中学校の教育
支援や開発途上国の支援につなげています。

76 能美市国際交流協会
外国の方々との交流サロンや、日本語教室、ふれあいイベントを開催し、国際
感覚を育み、共に暮らす地域づくりの活動をしています。

77 根上地域更生保護女性会
地域の犯罪予防、非行防止、更生保護活動への協力、青少年の健全育成支援
活動をしています。

78 寺井地域更生保護女性会
地域の犯罪予防、非行防止、更生保護活動への協力、青少年の健全育成支援
活動をしています。

79 辰口地域更生保護女性会
地域の犯罪予防、非行防止、更生保護活動への協力、青少年の健全育成支援
活動をしています。

80
団塊世代

仲間
シニア大楽

シニアからのセカンドライフを心豊かに過ごす趣味や生きがいづくりを通した
仲間づくりの活動をしています。

81
団塊世代

仲間
元気でやろう会

シニア世代として、荷物の運搬や簡単な草木の手入れなど、自分たちができる
ことを、支援を必要としている方の要請に応じて手伝っています。

82
団塊世代

仲間
明日に向かって
やってみよう会

シニア世代講座の修了生によるグループで、家庭や地域で役立つ介助の知識を
持ち、できることを検討しています。

83 生活支援 東レOB支援隊 東レのOBが集まり、高齢者の生活の支援サポートを行っている。

84 ＡＥＤ普及
Heart aid いしかわ

～みんなでいのちを想う会～
心肺蘇生法やＡＥＤの普及を呼びかけ、命を大切にできる地域づくりに貢献
する活動をしています。

85 食育・配食
能美市食生活改善

推進協議会
市栄養教室修了者で構成。市民の食生活改善及び健康推進の普及、研修会や
検診時の試食製作、配食サービス弁当づくりに協力しています。

86 スポーツ 能美市レクスポクラブ
高齢者や障がいのある人の閉じこもり予防や、自立による社会参加の促進、
レクスポでの健康増進や心のふれあい交流をしています。

87 健康交流 粟生町歩歩笑美くらぶ
粟生町での多世代型交流として、カローリングや、町カフェを開催し、多くの
方とのふれあい活動を行っています。

88 健康啓発
能美・健康ワーキング

グループ
市と連携し、健康づくりの活動に協力しています。地域のいきいきサロンにも
訪問しています。

89
防
犯

防犯 辰口中央小学校見守り隊
辰口中央小学校の児童の登下校の見守りや交通安全指導などの見守り活動を
しています。

90 学生
ボランティア

寺井高等学校ＪＲＣ部 ふれあい弁当事業の配達や、募金活動をしています。

91 買物支援
能美市商工女性

まちづくり研究会
地域貢献と地域振興を目的として、市内山間部の地域を中心に、買い物に
困っている方々を支援する「移動販売」を行っています。

92 清掃活動 かが能美掃除に学ぶ会 公共施設（学校含む）のトイレの清掃活動を行っています。

93 買物支援 認定NPO法人えんがわ
毎週、ふれあい市を開店し地元を中心に販売、買い物支援を実施。また冒険の
森の伐採、公園清掃などを行っています。

94 まちづくり ひょっこりサードプレイス
不定期、移動型の「ひょっこりカフェ」を開催し、まちの魅力を楽しみなが
ら、誰もが気軽に集まって交流できる場を創っています。

95 生活支援
たすけあい・ライフ

サポーター「えがお会」

たすけあい・ライフサポーター活動支援講座を修了し、支援を必要とする高齢
者と温かなコミュニケーションをとりながら、自立に必要な家事支援を行って
います。

96 農業体験 中庄町丸いも娯楽会
農業体験を通じての世代間交流、地産地消の大切さを伝えるために、丸いもの
普及活動を行っています。

97 民生委員 市民生委員児童委員協議会
地域福祉の推進役、地域における高齢・障害・児童育成の様々な支援活動を
行っています。

更生保護
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⑫-2 ボランティア講座の開催 

ボランティア活動に関心を持っていただけるように年代層別に、気軽に活動に参加でき 

るような各種講座を開催した。 

 事業（講座）名 実 施 月・回 数  参加者数 内  容  

① 

 

 

ジュニアボラン 

ティアクラブ 

 

１１～ 

１２月 

全３回 

 

計 17 名 

延べ 47 名 

 
※ 小 学 生 と そ の 保 護 者 を 対 象 と し て 、 市
内 在 住 の 障 が い の あ る 方 と 共 に 車 い す ・
ア イ マ ス ク 体 験 等 を 行 っ た 。 ま た 、 福 祉
施 設 職 員 へ コ ロ ナ に 負 け る な 応 援 メ ッ セ
ージを作成し贈呈した。 

② 

 

 

 

 

 

 

中 学 生 ボ ラ ン テ ィ

アチャレンジ体験 

 

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

10 月～ 

3 月 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

延べ 

182 名 

 

※市内中学校生徒会が企画 
 
・根上中学校企画(10/6) 

「We are 松々レンジャーズ！！ 
～大きな松を育てマツ～」 
 

・寺井中学校企画(3/18) 
 「アイシティ eco プロジェクト活動 

と収集物について知ろう！！」 
 

・辰口中学校企画(12/10) 
「エコキャップ週間」 

 

③ 

 

高 校 生 ボ ラ ン テ ィ

アチャレンジ体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11～12 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

延 26 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「フードドライブ学習会」(11/26) 

～フードドライブの意義を学ぶ～ 

 

・「 フ ー ド ド ラ イ ブ 体 験 」 (12/12 、

12/13) 

～フードドライブの受付と仕分けの体験～ 

 

大 浜 学 校 林 で 松 葉 か き を 行

い 、環 境 保 護 の 意 識 を 高 め ま

し た 。  

日 本 海 開 発 で エ コ キ ャ ッ

プ が リ サ イ ク ル さ れ ま し

た 。  

車 い す の 使 い 方 を 学 ん だ 後 、  

自 走 体 験 を 行 い ま し た 。  

障 が い の あ る 方 々 か ら も  

お 話 し を 聞 き ま し た 。  

街 頭 募 金 を 行 い 、 温 か な

気 持 ち を い た だ き ま し

た 。  

心 を 込 め て 絵 と 応 援 メ ッ セ ー

ジ を 書 き 、「 の み 社 会 福 祉 法 人

連 絡 会 」会 長 へ 贈 呈 し ま し た 。 

フ ー ド ド ラ イ ブ の 意 味

や 助 け 合 い の 重 要 性 を

知 り ま し た 。  

た く さ ん の 方 か ら 寄 付

を 頂 き 、地 域 の 温 か さ を

感 じ ま し た 。  

コ ン タ ク ト の 空 ケ ー ス リ

サ イ ク ル を 全 校 生 徒 に 呼

び か け ま し た 。  

―20―  
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⑫-3 災害ボランティアセンターの運営研修会の開催 

災害ボランティアセンターの運営を円滑に進めるためや、社会福祉協議会の通常業務が行え

るよう BCP（事業継続計画）について、また、コロナ禍による感染予防対策等、社協職員間で

の共通認識や体制整備を整えるために研修会を開催した。 
 

実施日時：令和 2 年 11 月 1７日（火）17 時 30 分～19 時 

実施会場：ふれあいプラザ 2 階 第 1 会議室 

内  容：「災害 VC の運営と社協の BCP について考える」 

参 加 者：２７名 

 講  師：江田島市社会福祉協議会（広島県） 

総務課長 河内 邦大 氏 

 

 

⑫-4  ありがとう！笑顔と元気のメッセージパネル展示の開催 
 

能美市内ボランティアグループの活動紹介、のみ社会福祉法人連絡会 及び会員法人の紹介、

福祉･介護の現場で働く方々の“きらり★福祉の魅力”フォトコンテスト応募作品、能美たすか

ったわ～大賞 受賞作文、能美市ジュニアボランティアクラブの「with コロナ応援メッセージ

の絵手紙」の展示を開催した。 
 

【前期】実施日時：２月２１日(日)～２６日(金) 10 時～16 時 

実施会場：能美ふるさとミュージアム 

【後期】実施日時：２月２７日(土)～２８日(日) 10 時～15 時 30 分 

    実施会場：寺井地区公民館 2 階 

 参 加 者：４６６名        
 

  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

※ 市 内 の 福 祉・環 境・健 康・生 活 と 多 岐 に わ た る ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に 取 り 組 ん で い る グ ル ー プ や 個 人 が 一

堂 に 会 し 、 そ の 活 動 を 広 く 市 民 に 情 報 発 信 す る 、 第 13 回 能 美 市 民 ボ ラ ン テ ィ ア フ ェ ス テ ィ バ ル は 、  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 防 止 の た め 中 止 し た 。  

 事業（講座）名  実 施 月・回 数  参 加 者 数  内  容 

⑤ 

企 業 ボ ラ ン テ ィ ア

セミナー 

 

はくさん信用金庫 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

2 月 

 

１回 

 

 

 

 
 

 

 

 

３０名 

 

 

 

「誰もが安心して暮らせる共生の地域を 

目指して～聴覚障がいの理解を深める～」 
 

講師：新田 照予 氏 （２/２４）   

言 語 で あ る 手 話 や コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン を 深 め る 方 法 を 学 び

ま し た 。  

講 師 の 河 内 氏 か ら 、災 害 ボ ラ ン テ

ィ ア セ ン タ ー の 運 営 で 苦 労 さ れ

た こ と や 、 江 田 島 市 社 協 の BCP

に つ い て 学 び ま し た 。  

―21―  

※（ 5 頁 掲 載 ）「 春  ま ち  ぽ か ぽ か  プ ロ ジ ェ ク ト 」

に お い て 開 催 。  

─ 21 ─



⑫-5 ボランティアグループ及びコミュニティ活動団体活動支援（助成金） 
 

ボランティアグループ及びコミュニティ活動団体の活動を推進するために助成した。 

【【対対  象象】】市ボランティア・コミュニティ活動支援センターに登録し、市ボランティア 

連絡協議会に加入した、次に該当するグループ 

●活動実績が 1 年以上 ●会員数が５名以上 ●月１回以上の継続活動 
 

No 申請グループ名 
助成額 

（円） 
活動における助成内容 

① 

手 話 サ ー ク ル ゆ ず  

代 表  坂 下  淳 子  

平 成 30 年 設 立 （ 3 年 目 ）  

会 員 数  20 名  

32,000 
聴 覚 に 障 が い の あ る 方 々 と 交 流 し な が ら 手 話 の 学

習を行っている。安全に活動を行うためにフェイス

シールドと消毒液を消耗品費として助成した。 

② 

オ カ リ ナ 倶 楽 部 九 谷 ま ほ ろ ば  

代 表  本 佐  盛 明  

平 成 27 年 設 立 （ 6 年 目 ）  

会 員 数  13 名  

50,000 

月 2 回の練習、いきいきサロン、コンサート等で

演奏を行っている。活動に使用する T シャツ、楽

譜立て、事務用品などの消耗品費や技術向上のため

の講師謝礼金として助成した。 

③ 

舞 踊 集 団 菊 の 会  

代 表  徳 田  重 子  

平 成 21 年 設 立 （ 12 年 目 ）  

会 員 数  8 名  

33,000 

いきいきサロン、老人会イベントに協力しており、

毎月第 4 水曜日に、はまなすの丘へ訪問している。

活 動 に 使 用 す る 帯 と マ ス ク を 消 耗 品 費 と し て 助 成

した。 

④ 

能 美 市 介 護 を 考 え る 会  

代 表  河 村  恵 美 子  

平 成 4 年 設 立 （ 29 年 目 ）  

会 員 数  52 名  

50,000 

隔月役員会、毎月ピア学習会、ほっとあんしんサロ

ンを開催している。会員の学習会に使用する DVD

と事務用品を消耗品費として助成した。 

 

⑤ 

て ら い 愛 唱 会  

代 表  河 村  良 平  

昭 和 54 年 設 立 （ 42 年 目 ）  

会 員 数  12 名  

50,000 

高齢者福祉施設への訪問活動、老人会アトラクショ

ン を 行 っ て い る 。 活 動 の 際 に 使 用 す る カ ラ オ ケ

DVD プレイヤーを器材購入費、技術向上のための

講師謝礼金、練習カセットテープを消耗品費として

助成した。 

⑥ 

辰 口 地 域 更 生 保 護 女 性 会    

代 表  南  一 美  

昭 和 35 年 設 立 （ 61 年 目 ）  

会 員 数  86 名  

27,000 

更生保護施設での奉仕作業や介護施設訪問、小学校

防犯パトロールを行っている。小学校防犯パトロー

ルなど使用する軍手やカイロ、事務用品を消耗品費

として助成した。 

⑦ 

能 美 市 音 訳 ボ ラ ン テ ィ ア  

た ん ぽ ぽ      

代 表  能 登  妙 子  

平 成 17 年 設 立 （ 16 年 目 ）  

会 員 数  27 名  

16,000 

年間を通じて、市広報のみ、議会だより、社協ほほ

えみの音訳録音を行っている。音訳活動に使用する

CD ラ ジ オ カ セ ッ ト レ コ ー ダ ー を 器 材 購 入 費 と し

て助成した。 

⑧ 

の み ♡ 子 育 て ネ ッ ト ワ ー ク  

代 表  清 水  奈 津 美  

平 成 13 年 設 立 （ 20 年 目 ）  

会 員 数  41 名  

50,000 

子 育 て 支 援 に 関 す る 勉 強 会 や 、 各 種 イ ベ ン ト を 企

画・実施し、子育て中の母親の支援を行っている。

活 動 に 使 用 す る の 消 耗 品 費 や 収 納 ボ ッ ク ス を 備 品

費として助成した。 

合 計 308,000 
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⑫-6 福祉協力校の活動支援 

市内全小・中・高等学校を福祉協力校に指定し、児童・生徒の福祉意欲の啓発やボラン

ティア活動への理解を深める取り組みに対して助成し、活動を支援した。 
 

・活動助成金交付 ７小学校（１校は県社協指定校）、３中学校、１高等学校 

・福祉協力校の福祉体験活動支援  

福祉体験についての相談を受け、指導者や協力者を派遣したり、訪問先の施設との 

連絡調整を行うなど、福祉協力校が行う福祉体験を支援した。 

【社会福祉協議会が把握した活動回数】 １００回(学年はクラス単位)  

【社会福祉協議会が把握した体験者数】 延べ２，３８１名 

 

・福祉協力校活動連絡会 

学校と地域のボランティア活動者が顔を合わせ、情報を交換し連携を深めることで、 

福祉教育の推進を図ることをめざし、連絡会を開催した。 
【参 加 者】福祉協力校担当教諭１２名、ボランティア活動者１５名  計２７名 

【実施日時】８月１８日（火） １０：００～１１：３０ 

【実施場所】寺井地区公民館 大ホール 

【内  容】講演：地域環境を活かした人づくり 

講師：金沢星稜大学 人間科学部 

教 授 池田 幸慶 氏 
  

 

⑫-7 能美市ボランティア連絡協議会の活動支援 

市 内 で 活 動 し て い る ボ ラ ン テ ィ ア の 相 互 の 情 報 交 換 、 交 流 な ど を 図 る 市 ボ ラ ン テ ィ ア 

連絡協議会の活動費を助成し、役員会や研修会を支援した。 
 

 

 

・能美市ボランティア連絡協議会の活動の事務局を担当し支援した。 

分野別研修会 ９１名参加、会員研修会 ３８名参加、他に総会、役員会(毎月 1 回開催)

などを開催 

 

⑫-8 ボランティア情報発信 

・ボランティア情報誌「ボラ❤はあと」を年２回(３５号、３６号)発行した。 

・「ボランティアだより」を毎月、情報発信した。 

・ボランティア・コミュニティ活動支援センターのホームページを随時、更新した。 

HP アドレス < http:// www. nomi-shakyo.jp/vc> 
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⑪⑪  ⑥⑥  ⑦⑦⑧⑧  ⑨⑨  ⑩⑩  

⑫⑫  

⑬⑬  ⑭⑭  
⑮⑮  

⑯⑯  

⑰⑰  

⑫-9 ボランティア器材の貸出し <用品一覧> 

 【貸出実績】３７件（目的は、次のとおり） 

・町会行事のふれあい行事（いきいきサロンを含む） １７件 

            ・要介護者の移動等                 ０件 

       ・学校等での福祉体験                ８件 

       ・ボランティアグループのふれあい活動        ９件 

・その他、個人への貸出し              ３件 

 【貸出用品一覧】 

 

 

 

番号 貸出用品 
貸出

数量 

 

番号 貸出用品 
貸出

数量 

① 車いす １２ ⑪ ポップコーン機器 ４ 

② 点字器(携帯型) ８１ ⑫ かき氷機  ４ 

③ アイマスク １９ ⑬ 綿菓子機 ４ 

④ 
高齢者擬似体験セット 

(ジュニア用) 
２ 

⑭ 

レ ク リ エ ー シ ョ ン 器 材

（屋内用） 

ジ ェ ン ガ 、 ボ ー リ ン グ 、  

デ ジ タ ル ビ ン ゴ 、 玉 入 れ 、  

輪 投 げ 、 ス ト ラ イ ク ア ウ ト 等  

多数 ⑤ プロジェクター １ 

⑥ CD ラジカセ ２ 

⑦ スクリーン 2 ⑮ カラオケ一式 １ 

⑧ マイクアンプセット 3 ⑯ 図書(福祉教材) 多数 

⑨ ビデオ・DVD デッキ 2 ⑰ サンタ衣装 ３ 

⑩ 視聴用ビデオテープ・ＤＶＤ 多数 ⑱ 非接触型電子体温計 ２ 

①①  ②②  ③③  ④④  ⑤⑤  

⑱⑱  
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使 用 済 み 切 手 は 、  
消 印 が 残 る よ う に
切 り 取 っ て ね ！  

⑫-10 ボランティア・コミュニティ活動支援センターが窓口となっている 

収集物について 
 
【収集物の使途及び実績一覧】 

 

【収集物の受取場所】 

収集ボックスを下記の場所に設置。 

老人福祉センター「白寿会館」、寺井老人福祉センター「亀齢荘」、G-Hills、ふれあいプラザ 

 

収 集 物 収集取り扱い団体 使 途 

 

プルタブ 

 

能美市社会福祉 

協議会 

令和２年度 集めたプルタブは、 
合計約１６５ｋｇ 

 
市 内 の 保 育 園 、 小 ・ 中 学 校 、 市 民 の 皆 様 か ら た く
さんのご寄付を頂いております。 
金 属 廃 品 回 収 業 者 に 買 い と っ て も ら い 、 換 金 、 積
立てしている。 

 

（★約６５０ｋｇで車椅子１台が購入できる。） 
 

 
 
 
 

集めているもの 収 集 整 理 し て い る 団 体  送付 どんなことに役立つの？ 

ベルマーク 
 

ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プ  

山ぼうしの会  

ベルマーク財団 

 

ベルマークは、整理、計算

して財団に送ると1点が1円

に換算。学校の教材備品を

購入。また、教育援助活動

に使われます。 

使用済インク 
カートリッジ 

（ キ ャ ノ ン ･エ プ ソ ン の み ）  

キャノン･エプソン 

使用済インクカートリッジ

の回収を通じて、ベルマー

ク運動に参加。用途は、上

記の通りに使われます。 

使用済み切手 

書き損じハガキ 

使 用 済 テ レ フ ォ ン カ ー ド  

プリペイドカード 

･公益財団法人 

ジョイセフ(東京都) 

 

･特定非営利活動法人 

「誕生日ありがとう 

運動本部」(神戸市) 

･アジア・アフリカ中南米の

発 展 途 上 国 の 保 健 活 動 （ 予

防 接 種 や 保 健 師 の 活 動 ） の

助成に使われます。 

･ 障 が い 者 問 題 に 取 り 組 む

福祉活動に使われます。 

エコキャップ 

株式会社日本海開発 
  

※ エ コ キ ャ ッ プ は 直 接 、「 株

式 会 社 日 本 海 開 発 」へ 、お

持 込 み く だ さ い 。  

世界の子どもに 
ワクチンを 
日本委員会 

エ コ キ ャ ッ プ を リ サ イ ク ル

し 、 世 界 の 子 ど も た ち の ワ

ク チ ン 購 入 費 に 使 わ れ ま

す。（ｷｬｯﾌﾟ 860 個で 1 人分

が購入できます） 

プルタブ 
能美市社会福祉 

協議会 

金 属 廃 品 回 収 業 者 に て 換 金 し 車 椅 子 を 購 入 。 市 内 福

祉施設等へ寄付します。車いす 1 台購入するのに 約

650kg 必要です！（時価で変動あり） 

 

【収集物の使途及び実績一覧】 

湯 野 小 学 校 の み な さ ん か ら ご 寄 付

を 頂 き ま し た 。  
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⑬ ファミリー・サポート・センターの運営 

地域にお いて、育 児の援助 を行いた い協力会 員と援助 を受けた い依頼会 員とで、 育

児に関す る相互援 助活動を 調整、実 施するフ ァミリー ・サポー ト・セン ターを市から

受託し、子育てに関する支援及び、子育てに関する市民相互の支えあい活動を進めた。 
 

・ファミリー･サポート･センター運営委員会を３回開催した。 

・会員講習会７回、研修会及び交流会を４回開催した。 

・アドバイザーによるセンター利用者の子育て悩み相談を受けた。 
 

・ファミリー・サポート・センター事業 

【会員登録】協力会員…市内に在住している２０歳以上の方 

依頼会員…市内に在住し、生後２ヵ月から小学６年生までの子どもの保護者 

【利 用 料】利用の場合は原則として、３日前までの申し込み（緊急の場合は相談） 

利用料金 

月曜日～金曜日 
７：００～１９：００ ３００円 

１９：３０まで ３５０円 

土・日・祝日 
７：００～１９：００ ３５０円 

１９：３０まで ４００円 
 ※ 年 末 年 始 １ ２ 月 ２ ９ 日 ～ １ 月 ３ 日 は 休 日 と な り ま す 。  

 ※ 子 ど も １ 人 の ３ ０ 分 あ た り の 料 金 。 ※ 依 頼 の キ ャ ン セ ル に は キ ャ ン セ ル 料 が か か る 場 合 が あ り ま す 。  

 

【内  容】➊保育施設等の開始前又は保育終了後の預かり若しくは送迎 

➋子どもの習い事の送迎 

➌学校の放課後又は放課後児童クラブ終了後の預かり若しくは送迎 

➍冠婚葬祭又は学校行事の際の預かり 

➎通院、買い物等の外出又はリフレッシュの際の預かり 

➏病後児で、保育施設等への通所が困難な子どもの預かり又は病後児保育施

設までの送迎 

➐その他、会員の育児に関しての必要な活動 
 

会員数 支援内容 利用件数 

依 頼 会 員   ２ ９ ６ 名  

協 力 会 員   １ １ ８ 名  

両 方 会 員    ５ ３ 名  

 

保 育 所 ・ 幼 稚 園 の 登 園 前 の 預 か り 及 び 送 り  ０ 件   

保 育 所 ・ 幼 稚 園 の 迎 え 及 び 帰 宅 後 の 預 か り  ６ １ 件   

保 育 園 ・ 幼 稚 園 の 送 迎  ５ ８ ７ 件   

学 校 の 送 迎  １ ２ 件   

学 校 の 放 課 後 の 預 か り  ０ 件   

学 童 ク ラ ブ の 送 迎  ４ ２ 件   

学 童 ク ラ ブ の 迎 え 及 び 帰 宅 後 の 預 か り  ０ 件   

子 ど も の 病 後 児 の 送 迎  ０ 件   

子 ど も の 病 後 児 の 預 か り  ０ 件   

子 ど も の 習 い 事 等 の 場 合 の 援 助  １ １ ３ 件   

保 育 所 ・ 学 校 等 休 み 時 の 援 助  ０ 件   

保 護 者 等 の 就 労 の 場 合 の 援 助  ０ 件   

保 護 者 等 の 短 時 間 ・ 臨 時 的 就 労 の 場 合 の 援 助  ０ 件   

保護者等の冠婚葬祭による外出、他の子供の学校行事の場合の援助 ０ 件   

保 護 者 等 の 外 出 の 場 合 の 援 助  １ ６ 件   

保 護 者 等 の 病 気 、 そ の 他 急 用 の 場 合 の 援 助  ０ 件   

障 が い を 持 つ 子 ど も の 送 迎  ３ ４ ９ 件   

障 が い を 持 つ 子 ど も の 預 か り  １ 件   

そ の 他 の 送 迎  ０ 件   

そ の 他 の 預 か り  ０ 件   

計  １，１８１ 件 
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⑭ 老人福祉センター等の指定管理、運営 

高齢者の憩いの場である温浴施設（老人福祉センター）を指定管理、運営した。 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

  ※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、4/8～4/14 の期間は入浴のみ。 

   4/15～5/31 の期間は休館。 

  

 

 

 

 

 

 

⑮ 高齢者や障がい者、生活困窮者等の総合相談窓口 

高齢者や障がい者、生活困窮者等の総合相談窓口である寺井あんしん相談センターの運

営を能美市より受託し、下記の業務を行った。 

 

・高齢者福祉制度、サービス及び介護・認知症に関する相談 

・地域とのネットワークづくり、介護予防の普及啓発 

・権利擁護に関する相談 

 

 
内 容 件 数 

１ 実態把握（延）  ２，４５６件 

２ 地域活動支援（地域福祉委員会の出席等）  ４５件 

３ 運営推進会議出務  ８件 

４ 出前講座・認知症サポーター養成講座開催  ４件 

５ ケアプラン会議開催  １３４件 

６ 地域ケア会議開催  ７３件 

7 権利擁護に関する相談・対応 ５３件 

8 連絡調整業務（介護保険の申請手続き等） ３８３件  

 

 施  設 名 延べ開館日数 延べ利用者数 

１ 老人福祉センター白寿会館 ２２３日 １３，４０５名 

２ 寺井老人福祉センター亀齢荘 ２８９日 ２４，９３１名 

計 ５１２日 ３８，３３６名 

ⅣⅣ  寺寺井井ああんんししんん相相談談セセンンタターーのの運運営営  
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・介護予防支援、介護予防・日常生活支援総合事業対象者のケアプラン作成 

 

 内 容 件 数 

１ 介護予防支援（直営） ２０８件 

２ 介護予防支援（委託） ５２５件 

３ 介護予防・日常生活支援総合事業（直営） ２３1 件 

４ 介護予防・日常生活支援総合事業（委託） １１３件 

 

 

・ 高 齢 者 や 障 が い の あ る 方 、 生 活 困 窮 等 複 合 的 な 課 題 を 抱 え る 世 帯 に 対 し 、 サ ー ビ ス  

事業所や必要な相談窓口等につなげ、その世帯を包括的に支援する調整を行った。 

・各相談支援機関と連携を図り、解決に向けて協議するケース会議の開催・参加を行った。  

 

 

  内  容 件 数 

1 障がい者の相談（延） ※64 歳以下 １２７件 

2 生活困窮の相談（延） ３５件 

3 支援チーム会議参加、地域ケア会議開催 ４件 

  

※根上地区は「能美市立病院」、辰口地区は「（社福）陽翠水」が、各地区あんしん 

 相談センターを受託しています。 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

⑯ 生活困窮者自立支援事業（食糧支援含む） 

 

・社会的孤立や経済的に困窮する恐れのある方が困窮状態から早期に脱却することを支

援するため、個々に応じた包括的かつ経済的な相談支援を実施する。 

・必要に応じて個別プランを策定し、目標達成に向けて支援を実施する。 

・地域における自立・就労支援等の体制を構築することにより、生活困窮者の自立を促

進することを目的とする。 

 

【相談実件数】       ５０９件 

【相談延べ件数】   １，２３６件 

【プラン作成件数】     １２件 

 

ⅤⅤ    くくららししササポポーートトセセンンタターーののみみ  のの運運営営  
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・食糧支援 

フードドライブで集められた食品は、くらしサポートセンターのみを通して、生活に

困窮している方や各団体に配付した。 

 

【利用回数】１８０回 

 

くらしサポートセンターのみ（生活困窮個別支援） ７６回 

 

配付先団体 

団団体体名名  利利用用回回数数  

能美子ども食堂ネットワーク ２６回 

相談支援事業所 １３回 

能美市母子寡婦福祉連合会 １５回 

能美市国際交流協会 １３回 

行政（福祉課、子育て支援課） ３７回 

 

 

 

 

 

⑰ 福祉サービス利用援助事業 

判断能力の乏しい高齢者や障がい者等の権利を擁護することを資することを目的として、

それらの方が自立した地域生活が送れるよう福祉サービスの利用援助や日常的金銭管理等

を行っている。 

 

【対 象 者】利用対象者は判断能力が十分でない方で以下のとおり 

・もの忘れのある高齢者（認知症高齢者） 

・知的障がいのある方、精神に障がいのある方等 

 

【サービスの内容】 

・日常的な金銭管理の援助 

＊医療費､電話料､税金などの支払い＊年金や福祉手当の受取り等 

・大切な書類などの預かり 

＊年金証書､不動産権利書､保険証書などの保管等 

・日常生活に必要な手続きの援助 

＊住民票の届出や印鑑登録などの行政手続き等 

・福祉サービスの利用の援助 

＊サービス提供事業者を選択するための情報の提供等 

 

【利用実積】 ３３件 

 [認知症高齢者等２１件、知的障害者等３件、精神障害者等８件、その他１件] 
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⑱ 安全・安心のための各種相談 

⑱-1 心配ごと相談 
民生委員・児童委員や人権擁護委員、行政相談委員を相談員として委嘱し、市民の日常

生活上の相談に応じ助言などを行った。相談員は各地区９名ずつで、計２７名。 

 

【相談件数】 ２０件 
 

【実施回数】 ２８回（月３回・各地区１回ずつ） 

       ※コロナウイルス感染拡大防止のために 8 回中止した。 
 

【実施場所及び開設日】根上地区…根上窓口センター／毎月２５日 

寺井地区…寺井地区公民館／毎月５日 

辰口地区…辰口福祉会館／毎月１５日 

（休館日の場合、開催日の変更あり） 

 

・心配ごと相談所相談員研修会を開催した。 

※ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 防 止 の た め 、 Zoom に よ る オ ン ラ イ ン で の 開 催 。  

【開催日時】 １月２２日(金) １３：３０～１４：３０ 

【内  容】 「寄り添い支援のあり方」 

講師: 金城大学社会福祉学部社会福祉学科 

    教授  内 慶瑞 氏 

 

 

⑱-2 弁護士無料法律相談 

 

【対 象 者】 市民、市内に勤務の方（１名約３０分の相談時間で、１日４名までとする。） 

【要事前予約。相談は来所で行う】 

 

【実施時間】 毎回 １３：３０～１５：３０ 

 

【利用者数】 １１４名       

 

【実施回数】 ３１回(月３回)  

※コロナウイルス感染拡大防止のために 5 回中止した。 

 

＊開設日、開設場所については、その都度、市広報「のみ」、社協広報誌「ほほえみ」に掲

載し周知をした。 

 

⑱-3 行政書士無料相談 

 

【対 象 者】 市民、市内に勤務の方（１名約３０分の相談時間で、１日４名までとする。） 

【要事前予約。相談は来所で行う】 

 

【実施時間】 毎回 １３：３０～１５：３０ 

 

【利用者数】 ２７名 

 

【実施回数】 １０回(月１回)    

＊コロナウイルス感染拡大防止のために２回中止した。 

＊開設日、開催場所については、その都度、市広報「のみ」、社協広報誌「ほほえみ」に掲

載し周知をした。 
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相 談 員 と し て の 心 構 え や 、 相 談 技  

法 を 学 び ま し た 。  

⑱-4 能美市福祉資金 

市社会福祉協議会の福祉の貸付制度で、資金の貸付と必要な援助及び指導を行うことに

より、世帯の経済的自立と生活意欲の助長並びに在宅福祉及び社会参加の促進を図り、安

定した生活が送れるようにすることを目的とする。 
 

【対 象 者】能美 市 に住所を 有 する低所 得 世帯、身 体 障がい者 世 帯、知的 障 がい者世 帯、

精神 障が い 者世 帯、 高 齢者 世帯 な どで 、市 社 会福 祉協 議 会長 が必 要 と認 め、

他から資金の融資を受けることが困難な世帯 
 

【貸付限度額】原則として一世帯２００，０００円（無利子）返済計画に基づき償還 
  

【利用件数】     ８件 

 

⑱-5 石川県生活福祉資金 
資金の貸付と必要な援助及び指導を行うことにより、世帯の経済的自立と生活意欲の助

長並びに在宅福祉及び社会参加の促進を図り、安定した生活が送れるようにすることを目

的とした石川県社会福祉協議会の資金貸付制度。市社会福祉協議会は、市内における利用

申請、償還支援、連絡調整を行っている。 
 

※貸付の条件や限度額等については、資金種類によって異なります。 

 

【対 象 者】他からの借入が困難な収入が少ない世帯、身体障害者手帳、療育手帳又は精

神障害者保健福祉手帳を持っておられる方の世帯、６５歳以上の介護が必要

な高齢者と共に生活している世帯 
 

【利用件数】    ６１件 

   ・福祉資金・教育資金 （教育支援資金含む）・緊急小口資金   ４１件 

   ・総合支援資金                  １５件 

   ・離職者支援資金                  ３件 

    ・臨時特例つなぎ資金                   ２件 
 

【新規相談件数】 

貸付種類 件数 

総合支援資金 ０件 

福祉資金 ３件 

教育支援資金 １件 

不動産担保型生活資金 ０件 

合  計  ４件 
 

【延相談件数】 ２２件 
 

※≪新型コロナウイルス特例≫緊急小口資金・総合支援資金 

 石川県社会福祉協議会では、令和 2 年 3 月 25 日より、新型コロナウイルス感染症の影

響を受け、緊急かつ一時的に生計の維持が困難となった場合の費用や、失業等により生活

再建までの間に必要な費用の貸付を実施している。市社会福祉協議会では相談や申請受付

を行っている。 
 

【対象者】 

新型コロナウイルスの影響を受け、休業や失業等により収入の減少があり、日常生活が

困難となっている世帯 
 

【申請件数】 

貸付種類 申請件数 

緊急小口資金 ２０９件 

総合支援資金 １０５件 

総合支援資金（延長）   ４７件 

総合支援資金（再貸付）   ３１件 

合  計  ３９２件 
 

【延相談件数】 ９３９件 
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⑱-4 能美市福祉資金 

市社会福祉協議会の福祉の貸付制度で、資金の貸付と必要な援助及び指導を行うことに

より、世帯の経済的自立と生活意欲の助長並びに在宅福祉及び社会参加の促進を図り、安

定した生活が送れるようにすることを目的とする。 
 

【 対 象 者】能美 市 に住所を 有 する低所 得 世帯、身 体 障がい者 世 帯、知的 障 がい者世 帯、

精神 障が い 者世 帯、 高 齢者 世帯 な どで 、市 社 会福 祉協 議 会長 が必 要 と認 め、

他から資金の融資を受けることが困難な世帯 
 

【貸付限度額】原則として一世帯２００，０００円（無利子）返済計画に基づき償還 
  

【利用件数】     ８件 

 

⑱-5 石川県生活福祉資金 
資金の貸付と必要な援助及び指導を行うことにより、世帯の経済的自立と生活意欲の助

長並びに在宅福祉及び社会参加の促進を図り、安定した生活が送れるようにすることを目

的とした石川県社会福祉協議会の資金貸付制度。市社会福祉協議会は、市内における利用

申請、償還支援、連絡調整を行っている。 
 

※貸付の条件や限度額等については、資金種類によって異なります。 

 

【対 象 者】他からの借入が困難な収入が少ない世帯、身体障害者手帳、療育手帳又は精

神障害者保健福祉手帳を持っておられる方の世帯、６５歳以上の介護が必要

な高齢者と共に生活している世帯 
 

【利用件数】    ６１件 

   ・福祉資金・教育資金 （教育支援資金含む）・緊急小口資金   ４１件 

   ・総合支援資金                  １５件 

   ・離職者支援資金                  ３件 

    ・臨時特例つなぎ資金                   ２件 
 

【新規相談件数】 

貸付種類 件数 

総合支援資金 ０件 

福祉資金 ３件 

教育支援資金 １件 

不動産担保型生活資金 ０件 

合  計  ４件 
 

【延相談件数】 ２２件 
 

※≪新型コロナウイルス特例≫緊急小口資金・総合支援資金 

 石川県社会福祉協議会では、令和 2 年 3 月 25 日より、新型コロナウイルス感染症の影

響を受け、緊急かつ一時的に生計の維持が困難となった場合の費用や、失業等により生活

再建までの間に必要な費用の貸付を実施している。市社会福祉協議会では相談や申請受付

を行っている。 
 

【対象者】 

新型コロナウイルスの影響を受け、休業や失業等により収入の減少があり、日常生活が

困難となっている世帯 
 

【申請件数】 

貸付種類 申請件数 

緊急小口資金 ２０９件 

総合支援資金 １０５件 

総合支援資金（延長）   ４７件 

総合支援資金（再貸付）   ３１件 

合  計  ３９２件 
 

【延相談件数】 ９３９件 
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⑲  福祉移送サービス（外出支援サービス） 

一般の交通機関の利用が困難な方に、リフト付き車両による通院などの送迎サービスを

行います。 

 

【対 象 者】常時車いす利用者で、一般の交通機関を利用できない方 

・重度身体障害者（身障手帳１.２級所持者） 

・その他、心身に何らかの障がいのあるおおむね６５歳以上の高齢者 

 

 

 

 

 

 

⑳⑳   たすけあい・ライフサポーター（訪問型サービスＢ）派遣事業 

 要支援者・基本チェックリストによる事業対象者に対し、自立支援を目的とした 

日常生活上の生活支援を行います。 

 

 【対  象  者】  原則一人暮らしの方で、要介護認定、要支援１・２および事業対象

者で生活援助が必要とケアプラン会議で認められた方 

 

 【 実 利 用 者 】     ５名 

 

 【延べ派遣回数】   １１８回／年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      内   容  実  績  

当該年度登録者数     １９名 

延利用回数（片道を１回とする）    １１７回 

稼動実日数     ５８日 

ⅥⅥ    在在宅宅福福祉祉ササーービビススのの提提供供  
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